第1次大戦期における台湾銀行の中国資本輸出 by 須永 徳武 et al.
  はじめに    年の日清講和条約により台湾は日本に割譲された｡ 戦前期日本の植民地支配の観点から


















須 永 徳 武
１) ｢台湾銀行設立委員会ニ於ケル演説ノ要領 (明治  年)｣ 『松方家文書』 Ｒ‒  (   ‒   ), ｢台湾銀
行法制定理由書｣ (大蔵省編 『明治財政史』 第  巻,     年),    ページ｡
２) 鶴見祐輔編 『後藤新平』 第２巻,     年,    ページ｡
３) 台湾総督府警察本署 『台湾ト南支那トノ関係及現在ノ施設並将来ノ方針』, 発行年未詳｡
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的な資金循環構造の構築を図る｡ しかし, 銀行による間接投資, すなわち借款供与の目的はむしろそ
うした構造自体を形成するための手段であった｡ したがって, 借款形態による投資資金は本国からの
資金フローであることが多い｡ その意味で, 本稿では台湾銀行の借款供与を ｢資本輸出｣ 概念で把握
する｡
６) 能地清 ｢    年代日本の対中国政策の一断面｣ (能地清遺稿・追悼集編集委員会編 『日本帝国主義
と対外財政』,     年),   ‒  ページ｡
７) 台湾銀行が初めて中国と借款交渉を行なうのは    年であった｡ この交渉から第２次大隈内閣期ま
での台湾銀行の資本輸出に関しては, 拙稿 ｢台湾銀行の中国資本輸出活動｣ (『土地制度史学』 第   
号,     年) を参照｡








対中国借款投資｣ (『日本植民地研究』 龍渓書舎, 第４号,     年),   ‒  ページ｡
９) 中国借款供与の一般的なケースについて解説しておく｡ まず, 借款事案は日本の在中国公使・領事
と中国の中央政府あるいは地方政府高官との関係を通じて在中国公館に持ち込まれる｡ 仲介の公使・
領事は事案の概要を外務本省に通電すると共に銀行や商社など日本企業の現地支店に借款供与の打診
を行なう｡ 本国外務省では政務局を中心に中国の政治状況, 列国借款団との関係, 借款契約の担保・
付帯利権などを検討し, 必要があれば大蔵省他の関係機関に事案の詳細を回送し承認を求める｡ 他方,
在中国公館からの打診を受けた日本企業は独自の支店網を利用し情報収集を行い, それらにもとづき
本店 (台湾銀行の場合は主に東京支店頭取席) で対応を判断し外務本省との具体的協議に入る｡ この
外務省を中心とする関係政府機関および企業との協議により借款事案の承認・不承認が最終的に決定
される｡ この結果は外務大臣名で在中国公館に打電される｡ 承認された場合, この打電内容が日本側
の借款供与条件となり, あらためて中国側と借款交渉が再開される｡ 交渉の結果, 双方の条件が折り
合った場合に借款契約が締結される｡ この交渉経過は領事などを通じて本国外務省に随時報告されて
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出所) 日本銀行統計局編 『明治以降本邦主要経済統計』     年, 日本銀行調査局編 ｢昭和二年本邦経済統計｣ (『日本金融


























で, 借款総額のほぼ  ％に該当する｡ 但し, 自己資
金借款でも総額の   ％は東亜興業会社や中日実業
会社など投資会社を仲介とした共同借款であった  )｡




ことなく, 軍閥政権の軍事費や財政費, 場合によっては私消されることも少なくなかった｡  ) 投資会社の活動に関しては, 坂本雅子 ｢対中国投資機関の特質｣ (前掲 『日本の資本輸出』) および









































注) 個人債権者の内訳は, 安川敬一郎 (    ),











債務者 原 資           第２次交通銀行借款            交通銀行 大蔵省預金部貸付金           第１次有線電信借款            中華匯業銀行 第１回政府保証興業債券手取金           吉会鉄道借款前貸金            中華民国政府 第１回政府保証興業債券手取金           黒吉森林金鉱借款             中華匯業銀行 第１・２回政府保証興業債券手
取金及び第  回興業債券手取金           満蒙四鉄道借款前貸
金
           中華民国政府 第１・２回政府保証興業債券手
取金及び第  回興業債券手取金           済順高徐二鉄道借款
前貸金
           中華民国政府 第１・２回政府保証興業債券手
取金及び第  回興業債券手取金           参戦借款            中華民国政府 支那国庫証券政府売上金









債務者 仲介機関           漢口造紙廠借款           中央政府 中日実業会社           第１次交通銀行借款           交通銀行 特殊銀行シンジケート           京畿水災救済借款      － 中央政府 中日実業会社           第１次直隷省借款          直隷省政府           第２次山東省借款           山東省政府 中日実業会社           交通部電話拡張借款            中央政府 中日実業会社           第２次直隷省借款          直隷省政府           第１次京綏鉄路公司借款          京綏鉄路公司 東亜興業会社           第２次有線電信借款           中央政府 東亜興業会社           第２次京綏鉄路公司借款          京綏鉄路公司 東亜興業会社           日華紡織公司借款          宝成紡織公司 東亜興業会社           上海申新紡織公司借款         宝成紡織公司 東亜興業会社
出所) 『台湾銀行史』,     年,    ‒   ページ, ｢使途別対中国債権統計｣・｢個別債権説明｣ (国家資本輸出研究会編 『日


















化を目的にしたものであった｡ しかし, その後の民国初期にはむしろ低調となる｡ 辛亥革命以
降の中国政治状況の流動化と第２次大隈内閣の中国政策に起因した投資環境の悪化および台湾
銀行自体の投資意欲の減退がその背景にあった｡ 台湾銀行が広東・福建省に集中的に政治借款
を供与した目的は, 地方政府財政に介在し, 日系通貨である円銀および発行支払手形 (銀票)
の流通を拡大することで, 華南地域に通貨支配権を構築する点にあった｡ これらの借款には福





件数   供与金額   件数   供与金額                 －                                         －                                       －                                         －                                  
出所) 国家資本輸出研究会編 『日本の資本輸出』 多賀出版,     年, ｢使途別対中国債権統計｣ を基礎に外交史料で修正｡
注) 為替換算率は, 中国元＝広東毫子＝１円, 中国両＝  円, 米ドル＝２円, 英ポンド＝  円
  ) 本稿は台湾銀行の中国借款を資本輸出の観点から検証することを目的としている｡ したがって単な















約定日 借款名称 借款供与額 利率( ) 期限 債務者 種別 地域           第１次福建布政使借款 ￥           １年 福建布政使 政治 福建省           第２次福建布政使借款 ￥           １年 福建布政使 政治 福建省           第３次福建布政使借款 ￥           １年 福建布政使 政治 福建省           福建造幣局借款 ￥           １年 造幣局総弁 政治 福建省           第４次福建布政使借款 ￥           １年 福建布政使 政治 福建省           第５次福建布政使借款 ￥           １年 福建布政使 政治 福建省           第６次福建布政使借款 Ｌ         １年 福建布政使 政治 福建省           第１次広東布政使借款 ￥          ２年 広東布政使 政治 広東省           第２次広東布政使借款 ￥           ３年 広東布政使 政治 広東省           第７次福建布政使借款 ￥          １年 福建布政使 政治 福建省           広東官銀銭局借款 Ｇ       － １ヶ月 広東官銀銭局 金融 広東省           汕頭開明電灯公司借款 Ｙ      市場連動 ３ヶ月 汕頭開明電灯
公司
電力 広東省           江北護軍使借款 Ｙ          ３ヶ月 江北護軍使 軍事 江蘇省           汕頭自来水公司借款 Ｙ           ３ヶ月 汕頭自来水公
司
実業 広東省           広東巡按使借款 Ｇ          ６ヶ月 広東巡按使 政治 広東省           広東水災借款 ￥          １年 広東財政庁 政治 広東省           第１次両広都司令借款 ￥          ２ヶ月 両広都司令 政治 広東省           江西財政庁・南昌中国
銀行借款
Ｙ          ５ヶ月 江西財政庁・
中国銀行
政治 江西省
出所) 『対支借款関係雑件』 各省之部 (外務省外交史料館蔵) より作成｡




















厦門 (    年) 福州 (    年) 汕頭 (    年)
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
香港                             
日本                           
海峡植民地          －            
蘭領東インド         － －       
インド           －      
アメリカ －                  
フィリピン        － － － －
仏領インドシナ －    － －        
シャム － － － －         
イギリス －          －  
豪州 － －    － － －
フランス － －     － － －
その他 － －         － －
出所) 台湾銀行調査課 『南支那経済事情』 福建省ノ部,     年, 広東省ノ部,     年より作成｡














  ) 大蔵省編 『明治大正財政史』 第１巻,     年,    ページ｡  ) 深井英五 『回顧七十年』 岩波書店,     年,    ページ｡  ) 日本銀行調査局 ｢世界大戦終了後ニ於ケル本邦財界動揺史｣ (日本銀行編 『日本金融史資料』 明治
大正編, 第  巻,     年),    ページ｡ 津島寿一 ｢我国の国際貸借及び対外金融に就いて｣ (日本銀
行編 『日本金融史資料』 昭和編, 第  巻,     年),    ‒   ページ｡
表－８ 台湾銀行中国支店の一覧払手形発行高
(単位：千円)
年 厦門 福州 汕頭 上海 九江 漢口                    －    －                                                                                                                                                                                                  － － － － － －                                                                                       －            －       




は広東省釐金を担保とし, 申し入れ金額は   万円, 使途は市面救済, すなわち金融市場調整
を名目とするものであった｡ しかし, その実際の使途は都司令部及び李烈鈞が率いた雲南軍の
解散費であり, 明らかな政治借款であった｡ しかし, この時期には北京政府や列国借款団規約
による制約から, 中国借款の公式チャネルである横浜正金銀行以外の機関が政治借款を供与す
ることは外交問題に発展する可能性があった｡ このため借款使途を変更し経済借款を偽装した
ものであった｡ 岑春 は政学会を率い中国政界における南方派の巨頭であり, 陸栄廷もまた広
東・広西両省を基盤とする有力な広西軍閥であった｡ 岑春 , 陸栄廷など南方派に属する有力
政治家に対する借款供与は ｢対日好感情ヲ有スル岑陸等南方側有力者ヲシテ勢力ヲ維持セシム
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  ) 海軍軍令部 『支那特報』 第   号,     年｡ 赤塚広東領事発石井外相宛 (    年  月６日), 石井外
相発赤塚広東領事宛 (    年  月７日), 台湾銀行広東支店発東京支店宛 (    年  月  日), 杉坂海
軍大尉発海軍軍令部長宛 (    年  月１日), 太田広東領事代理発寺内外相宛 (    年  月  日), 太
田広東領事代理発本野外相宛 (    年  月２日), 『対支借款関係雑件』 広東省之部, 第２巻, 外務省
外交史料館所蔵 (       ‒ )｡ なお, 煩瑣を避けるため電信名は借款ごとに一括して注記する｡ ま
表－９ 台湾銀行の自己資金単独借款 (1916/10－1918/09)
約定日 借款名称 借款供与額 利率( ) 期限 債務者 種別 地域           第２次両広都司令借款 ￥           ６ヶ月 両広都司令 政治 広東           汕樟軽便鉄路公司借款        市場連動 ３ヶ月 汕樟軽便鉄路公司 鉄道 広東           第２次福建財政庁借款              － 福建財政庁 政治 福建           広東セメント廠借款 ￥            ２年 広東セメント廠 実業 広東           広東塩税借款 ￥            １年６
ヶ月
広東中国銀行 政治 広東           第３次福建財政庁借款 ￥            ６ヶ月 福建財政庁 政治 福建           江西中国銀行借款 ￥            ７ヶ月 江西中国銀行 金融 江西           江西財政庁借款 ￥           ７ヶ月 江西財政庁 政治 江西           江西借款 ￥           ２ヶ月 江西中国銀行 金融 江西






























た, 外務省外交史料である 『対支借款関係雑件』 に関しては, 以下で出所を例えば 『雑件』 広東‒２
と略記する｡  ) 台湾銀行 ｢自己資金対支借款｣, 『本邦ノ対中国借款表関係雑件』, 外交史料館所蔵 (         ‒ )｡  ) 外務省編 『改訂現代支那人名鑑』     年｡ 森福州領事代理発本野外相宛 (    年８月６日), 栗原
福州領事代理発芳沢中国公使宛 (    年  月  日), 『雑件』 福建－２｡ 台湾銀行福州支店 ｢福建財政
庁借款説明書｣ 『本邦ノ地方政府及個人ニ対スル借款関係雑件』 福建省之部, 外交史料館所蔵 (         ‒ ‒ )｡  ) 海軍軍令部 『支那特報』 第  号,     年｡
                                                         


























立教経済学研究 第  巻 第１号     年  
  ) 赤塚広東領事発内田外相宛 (    年  月  日), 『雑件』 広東‒１｡
なお, 広東セメント廠は    年に両広総督岑春 により設立された官営事業であった｡ また広東皮革
廠も    年に起業された軍靴・軍服の製造工場であった｡ (台湾銀行広東出張所 ｢広東セメント公司
ノ過去及現在状況｣,     年３月, 同 ｢皮革公司｣,     年３月)｡  ) 太田広東領事代理発寺内外相宛 (    年  月  日), 太田広東領事代理発本野外相宛 (    年  月
７日), 本野外相発林中国公使宛 (    年  月  日), 太田広東領事代理発林中国公使宛 (    年１月  日), 林中国公使発本野外相宛 (    年１月  日), 太田広東領事代理発本野外相宛 (    年２月６
日), 太田広東領事代理 ｢広東ニ於ケル台湾銀行借款交渉経過報告ノ件｣ (    年１月  日), 『雑件』
広東‒１, 広東‒別冊 (｢セメント｣ 廠借款)｡
                                                         
入を台湾銀行だけでなく横浜正金銀行, 日本興業銀行, 三井物産にも申し入れた｡ 三井物産は
広東セメント廠借款に際して交渉権を台湾銀行に譲渡した経緯もあり, 華南地域における ｢将
来発展ノタメニモ同借款ニ応シタキ希望｣ を表明した｡ 他方, 横浜正金銀行及び日本興業銀行
はこれまでの広東省政府との関係から, 第２次借款も台湾銀行が継続的に引き受けることが適
























  ) 小田切横浜正金銀行北京支店取締役発井上横浜正金銀行頭取宛 (    年４月  日), 『雑件』広東‒２｡  ) 太田広東領事発本野外相宛 (    年２月  日), 小田切横浜正金銀行北京支店取締役井上横浜正金
銀行頭取宛 (    年４月  日), 太田広東領事発本野外相宛 (    年５月  日), 台湾銀行本店発台湾
銀行東京支店宛 (    年５月  日), 『雑件』 広東‒２｡ 台湾銀行東京支店総務部 ｢広東塩税借款要項｣,





借款ではその効果は限定的であった｡ このため台湾銀行は ｢営業上ノ利益｣ を目的としてさら
なる貸し増しを行なうことを決定する｡ そして, 中国銀行江西支店を債務者名義とする申し入
れには満額の   万円を, 江西財政庁を債務者名義とする申し入れには半額の  万円を借款と
して供与した｡ 借款の使途名目は前者が ｢地方金融補助｣, 後者が ｢振興実業水利修築補助｣
とされ, これらは経済借款を偽装したものであった｡ 借款担保は前者が額面   万元, 後者が
額面  万元の江西幣制公債票であった｡ 外務省の判断は ｢政治借款トナラス又銀行側トシテ利
益アリト認ムル限リ……異存ナキ｣ とされたが, これら両借款は明らかに実質的な政治借款で
あった｡ また,     年８月の江西借款は使途名目が ｢地方財政補助｣, 担保は額面  万元の江
西幣制公債票であり, 先の２借款の追加融資であった｡ これら実質的に江西省政府に対し供与
された借款は契約当初において短期貸付であり ｢相当ノ担保品モアラバ危険ナク｣ と考えられ
ていた｡ しかし, 実際には ｢江西省財政極度ニ紊乱シ元金償還ナキハ素ヨリ利息支払モ延滞｣










立教経済学研究 第  巻 第１号     年  
  ) 河西九江副領事発本野外相宛 (    年５月  日), 台湾銀行九江支店発台湾銀行東京支店宛 (    
年  月５日), 河西九江副領事発本野外相宛 (    年  月  日), 瀬上九江副領事発後藤外相宛 (    
年８月  日), 台湾銀行発幣原外相宛 (    年  月１日), 『雑件』 江西｡  ) 台湾銀行広東支店 ｢広東政府関係借款説明書 (大正十四年十二月三十一日現在)｣, 『雑件』 広東‒４｡
なお, 広三鉄路局に対しては台湾銀行の別働隊であった華南銀行が主に借款供与を実行していた｡ 南
洋華僑資金の動員機構として台湾銀行により設立された華南銀行は台湾銀行の南方進出の尖兵として
興味深い存在である｡ 華南銀行に関しては, 株式会社華南銀行総理林熊徴 ｢華南銀行ニ就テ (大正十












ために富賀錫煤公司に変更され, 借款供与額も   万円に引き下げられた｡ 同時に, 三菱は富
賀錫煤公司が産出する錫鉱全産品の２年間の一手販売権と同公司への監督者の派遣を求め, 台
湾銀行は債権保全を目的として三菱が販売する錫鉱代金を借款償還原資に指定することを要求
した｡ 外務省も ｢成ヘク速ニ本件借款ノ成立ヲ見ル様十分援助ヲ与ヘラルヘシ｣ と現地外交公
館に指示した｡ しかし, こうした日本側の広西省錫鉱の全面的支配を企図した過重な要求は中
国側の反発を引き起こすこととなった｡ 陸栄廷は ｢該条件中借主ヲ富賀錫煤局トナスコト及錫













された｡ しかし,    万円という巨額な借款資金の調達に松本が失敗し, 仮契約に記された借
款履行日を過ぎても借款供与ができなかったため, この仮契約は破棄されている  )｡
第１次大戦期における台湾銀行の中国資本輸出   
  ) 太田広東領事代理発寺内外相宛 (    年  月  日), 台湾銀行東京支店発台湾銀行広東支店宛 (    
年  月９日), 寺内外相発太田広東領事代理宛 (    年  月  日), 太田広東領事代理発寺内外相宛
(    年  月２日), 『雑件』 広西｡  ) 森福州領事代理発本野外相宛 (    年４月  日), 栃内海軍次官発幣原外務次官宛 (    年６月４































立教経済学研究 第  巻 第１号     年  
  ) 太田広東領事代理発本野外相宛 (    年９月７日), 本野外相発太田広東領事代理宛 (    年９月  日), 台湾銀行 ｢広東商務総会借款 (申込条件)｣ (    年９月  日), 『雑件』 広東‒２｡  ) 河西九江領事発本野外相宛 (    年  月  日), 右近台湾銀行九江支店長発中川台湾銀行本店総務
部長宛 (    年  月  日), 『雑件』 江西｡
                                                         
あった｡ ｢包蔵ノ資源ハ資金ノ来リテ開拓スルヲ待テルヲ以テ｣ ｢他国ノ根底未タ深カラザル此








れに認証を与えた｡ しかし, 申し入れ金額が   万円と ｢巨額ナルニ拘ラス無担保ナルヲ以テ
営業的貸金トシテハ好マシカラサル｣ もので ｢銀行側ニ多少ノ危険ナキヲ保セス｣ ｢危険ヲ覚




ため, ｢本件ハ海軍側ニ於テモ当省 (外務省…引用者) トシテモ成立ヲ見ル様希スルニ付尽力
アリ度キ｣ と台湾銀行に要請がなされた｡ しかし, 台湾銀行は ｢担保不十分ナルニ付他ニ担保
ヲ加フルカ或ハ確実ナル保証人ヲ立ツルコト必要｣ としてむしろ消極的であった｡ 台湾銀行が
これまでの福建省に対して供与した借款はことごとく不良債権化していた｡ そのため台湾銀行










  ) 中日銀行発倉知中日実業会社副総裁宛 (    年  月  日), 中日銀行発台湾銀行宛 (    年  月６
日), 堺長沙領事発本野外相宛 (    年  月７日), 林中国公使発本野外相宛 (    年  月９日), 本




ヲ招クノ虞有｣ としてこの要求を拒絶した｡ 外務省は借款供与に積極的であったが, 台湾銀行
は湖南省内における張敬堯の政治的不安性や ｢銀行トシテハ湖南ハ余リ隔絶シ居リ本件借款ヲ
進行セシムルコトニハ余リ進ミ居ラサル｣ と湖南省が地域的に台湾銀行の営業範囲外であるこ
とを理由に消極的であった｡ 台湾銀行は ｢外務省ノ御希望トアレバ何トカ考慮シ見ル｣ として
いたが, 最終的には台湾銀行本店が交渉当事者であった漢口支店に対し拒否を指示した  )｡  原内閣期の中国借款
ここでは原内閣期に台湾銀行が自己資金を投じて単体で行なった中国借款と何らかの理由で
借款供与に至らなかった借款交渉の経過を見てみる｡    年  月  日に原内閣は ｢対華借款善後方針に関する覚書｣ を閣議決定した｡ 第１次大戦
の終結を見越したアメリカが中国進出の ｢機会均等｣ を目的として ｢新四国借款団｣ の編成を
提起し, 他方で大戦期の  ヵ条要求に対する強い反発から中国において反日ナショナリズム運















立教経済学研究 第  巻 第１号     年  
  ) 瀬川漢口領事発後藤外相宛 (    年７月  日, ７月  日, ８月  日), 外務省 ｢湖南省借款ノ件｣
























約定日 借款名称 借款供与額 利率( ) 期限 債務者 種別 地域           広東商務総会借款 ￥           ６ヶ月 広東商務総会 金融 広東           第１次広東中国銀行借款             ８ヶ月 広東中国銀行 金融 広東           広東教育資金借款 ￥             ヶ月 広東高等師範学堂 政治 福建           第２次広東中国銀行借款 ￥           ８ヶ月 広東中国銀行 金融 広東           広東留日学生費借款 ￥          ６ヶ月 広東高等師範学堂 政治 広東           北京政府派遣学生費借款 ￥           ６ヶ月 駐日代理公使 政治 中央
政府           広三鉄路局借款 ￥            ５年 広三鉄路局 鉄道 広東           南潯鉄路公司借款             ３ヶ月 南潯鉄路公司 鉄道 江西          広東造幣廠借款              ６ヶ月 広東造幣廠 政治 広東           広東省銀行借款              １年 広東省銀行 金融 広東           有成公司借款              １年 有成公司 金融 広東























湾銀行に限らず横浜正金銀行, 朝鮮銀行, 第百銀行なども行なっていた｡ その意味では人道的
見地からの教育借款であり ｢何等政治的ニ流用セラルル虞無キ｣ ものであった｡ この借款の申
し入れは最初に台湾銀行東京支店に対しなされた｡ しかし, 台湾銀行は排日運動が激化した広
東省で ｢支那側対日感情ヲ良好ナラシムル目的｣ から広東支店勘定に振り替えて借款を供与し
た｡ 債務者であった広東高等師範学堂は ｢広東学生ノ排日運動ノ首唱｣ の拠点であった｡ 台湾
銀行は重要な営業基盤である広東省において直接的に教育借款を供与することで ｢排日運動抑
止ノ誠意｣ を引き出すことを意図していた  )｡    年  月と  年３月には２度に渉って広東地方実業銀行に借款が供与された｡ これらは広
立教経済学研究 第  巻 第１号     年  
  ) 太田広東領事発内田外相宛 (    年  月  日), 『雑件』 広東‒２｡ 台湾銀行 ｢広東商務総会借款要
項｣, 『雑件』 銀行‒２｡  ) 外務省 ｢中国銀行七十八万円借款ノ件｣, 太田広東領事発内田外相宛 (    年  月７日,     年１































田外相発高橋蔵相宛 (    年  月４日), 『雑件』 広東‒２｡ 台湾銀行 ｢支那留学生資金貸出要項｣
(    年  月  日), 台湾銀行 ｢対支留学生借款一覧表｣, 『雑件』 北京政府‒別冊留日学生費｡ 財団法






極メテ確実ナル投資ナル趣ヲ以テ｣ ｢是非之ヲ引受タキ希望｣ を外務省に打診するが, 外務省
は ｢本件借款ハ使途ニ関シ支那側ノ説明如何ニ拘ハラズ時局ガラ北伐費ニ流用サルゝ虞アル｣
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  ) 日本銀行調査局 『近代中国貨幣概要』     年,    ページ｡ 藤田広東領事発内田外相宛 (    年４
月５日), 内田外相発藤田広東領事宛 (    年４月６日), 天羽広東領事発内田外相宛 (    年８月  
日, ８月  日), 天羽広東領事発伊集院外相宛 (    年９月  日), 天羽広東領事発幣原外相宛 (    






を派遣している｡ つまり ｢弊行ノ同省ニ対スル旧債確保上応諾｣ したものであった  )｡
外交史料などで確認できる限り台湾銀行の自己資金による借款供与は    年８月の鴻興銀行



















ると判断し借款供与に前向きであった｡ しかし, 原内閣が ｢対支借款善後に関する覚書｣ を閣
議決定した直後の時期であったため, 外務省政務局は ｢当分見合方可然｣ としてこれに承認を
与えなかった  )｡
第１次大戦期における台湾銀行の中国資本輸出   
  ) エドワード・カン 『近代支那貨幣史』 慶応書房,     年,    ページ,    ‒   ページ｡ 藤田広東領
事発内田外相宛 (    年５月  日), 台湾銀行東京支店発岡部外務省亜細亜局第２課長宛 (    年５
月  日), 埴原外務次官発中川台湾銀行頭取宛 (    年５月  日), 『雑件』 広東‒３｡  ) ｢第２次広東商務総会借款要項｣, 太田広東領事発内田外相宛 (    年  月  日), 台湾銀行東京支
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  ) 台湾銀行東京支店 ｢南昌中国銀行借款要項｣ (    年１月  日), 『雑件』 銀行‒２｡ 森福州領事代理
発内田外相宛 (    年２月  日), 内田外相発森福州領事代理宛 (    年２月  日), 『雑件』 福建‒２｡  ) 『日本外交文書』 大正九年第二冊下巻,     年,    ‒   ページ,    ページ｡ 山崎上海領事発内田
外相宛 (    年７月  日), 藤村在雲南事務代理発内田外相宛 (    年９月  日), 陸軍台湾軍参謀長
発陸軍参謀本部次長宛 (    年８月  日, ９月５日,   月１日,   月  日,   月  日), 台湾銀行本
店総務部長発台湾銀行東京総支配人宛 (    年８月  日), 内田外相発本田在雲南事務代理宛 (    
年１月  日), 本田在雲南事務代理発青木秘書官宛 (    年２月４日), 『雑件』 雲南｡
                                                         
いた｡ そして同支店から湖北省財政庁と米国系銀行である友華銀行 (                     ) との間で   万米ドルの借款交渉が進行中であり, この借款は ｢北京政府依頼ニ基クモ
























  ) 長野朗 『支那を舞台の列強資本戦』 坂上書院,     年,    ページ｡ ｢湖北省政府借款契約書｣ (    
年３月  日), ｢湖北省政府借款要項｣ (    年７月  日), 内田外相発中村漢口領事代理宛 (    年７
月  日), 横浜正金銀行漢口支店発横浜正金銀行本店宛 (    年７月  日, ７月  日), 中村漢口領事
代理発内田外相宛 (    年７月  日), 台湾銀行漢口支店発台湾銀行本店宛 (    年７月  日), 中村
横浜正金銀行副総支配人発内田外相宛 (    年７月  日), 『雑件』 湖北｡
                                                         
付帯利権として福建省の所有であった福建省銀行に対し台湾銀行が出資をして日中合弁とした
上で, この合弁銀行に通貨発券権および福建省官金取り扱い権が付与されていた｡ しかし, 借
款の使途名目が政治費とされており, 原内閣の借款政策や中国の政治的状況から外務省が承認
すべくもなかった｡ 実際に ｢此ノ如キ形式ニテハ到底承認シ難キ｣ と不承認であった  )｡ また,
同じ９月に中国交通銀行九江支店から  万円の借款申し入れがあった｡ 使途は同支店の営業資











那方面ニ発展スル順路ニシテ乗スヘキ好機｣ として, 台湾銀行に借款供与を働き掛けた｡ しか
し, 最終的には外務省が ｢政費ニ流用セラルル虞アルニ於テハ承認シ難キ｣ としてこの借款も
実現しなかった  )｡ また, ９月の粤 (広東) 軍から台湾銀行汕頭支店に  万汕頭ドルの借款申
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  ) 照彦 『日本帝国主義下の台湾』 東京大学出版会,     年,    ‒   ページ,    ページ｡ ｢福建省
財政庁借款要項｣, 『雑件』 福建‒２｡  ) ｢九江交通銀行借款要項｣, 『雑件』 銀行‒２｡  ) ｢海南島李根源借款要項｣, 陸軍台湾軍参謀長発陸軍参謀本部次長宛 (    年３月９日), 『雑件』 広
東‒３｡  ) 台湾銀行東京支店 ｢支那粤軍借款申込ノ件｣ (    年９月  日), 『雑件』 広東‒４｡
                                                         































  ) 内田外相発小幡中国公使宛 (    年９月  日), 『雑件』 北京政府‒３｡  ) 波形昭一 『日本植民地金融政策史』 早稲田大学出版部,     年,    ページ｡ 大島清 『日本恐慌史



















日本政府への借款, 兵器の斡旋を拒否し, 民間からの供与も承認しないこと, 南方派に日本の
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  ) 藤田広東領事発内田外相宛 (    年  月  日), 市川汕頭領事発藤田広東領事宛 (    年  月  日),





















のなかで, その実態としては本来の戦略的目標であった ｢南進｣ 構想から乖離した資本輸出を
展開せざるを得なかったと総括することができる｡
第１次大戦期における台湾銀行の中国資本輸出    
                                                         
